































りました。火口から約 5 km 離れた場所でもか
なりの量の火山礫の降下があり（写真1）、長径
5 cmを超える火山礫も確認できました。火口か
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ば有し、且つ径 20-300 μm 程度の気泡が含ま
れます。これらの特徴はこのガラスが、ガスを
含んだマグマが地下水に触れて急冷された際に
固化・熱収縮したものであることを示唆してい
ます （写真2）。
　火山礫はカリフラワー状の外形を呈し、表面
が凸凹していました。火山礫の切断面を観察し
たところ、これらは様々な程度に変質した岩片
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